
山口ゼロエミッションプランの概要

環境の世紀といわれる２１世紀においては、従来の大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済社会システム自体を

変革し、環境への負荷の少ない循環を基調とした持続可能な「循環型社会づくり」を推進していくことが重要な課題

となっています。

　このため、山口県では、新しい県づくりの指針となる「やまぐち未来デザイン２１」において、「健全で恵み豊かな

環境の保全と創造」を重要な政策課題として位置づけ、この度、本県の特性を活かした、新しいごみゼロ社会づくり

を総合的・計画的に推進していくための具体的な行動促進計画となる「山口ゼロエミッションプラン」を策定しまし

た。

策定の趣旨

計画の期間

基本方針

平成１３年度（２００１年度）から平成２２年度（２０１０年度）までとし、５年程度を目途に見直しを行います。

山口ゼロエミッションでは、

　　○　山口県の地域特性を活かしたゼロエミッション型の地域づくり

　　○　山口県の特色である基礎素材型産業を核としたゼロエミッションの推進

　　○　県内の関係主体の協力および近隣中核都市との連携

の３点を踏まえた上で、

　　◎　３Ｒ（リデユース、リユ←ス、リサイクル）・適正処分の推進

を基本方針とする山口方式のゼロエミッションを推進し、本県にふさわしい循環型社会の実現を目指します。

（１）山口県の地域特性を活かしたゼロエミッション型の地域づくり

　山口ゼロエミッションでは、都市型、農山漁村型等の地域特性に応じて、県内各地での特色ある取組み

と、本県の立地条件を活かしながら、効率的かつ環境負荷の少ない、持続可能なゼロエミッション型の地

域づくりを堆進します。

（２）山口県の特色で菰る基礎素材型産業等を持としたゼロエミッションの推進

　本県の産業は、化学、石油・石炭、セメント、鉄鋼等の基礎素材型産業やエネルギー関連産業の割合が

高く、瀬戸内海沿岸を中心として化学コンビナートが形成され　環境関連分野における技術集積と基盤整

備が進められています。

山口ゼロエミッションでは、これらの基礎素材型産業の有する技術や既存の設備を活用したゼロエミッシ

ョンを推進します。

（３）県内の関係主体との協力および近隣中樗都市との連携

　山口ゼロエミッションでは、県民、事業者、大学・研究機関、市町村等県内の各主体が協力し、プロジ

ェクトを推進していくとともに、近隣の中核都市と連携する広域ネットワークシステムの形成を目指しま

す。　　　



目標や理念に係る計画

　循環型社金を構築していくため
には、排出された廃棄物のリサイ
クル・適正処分だけでなく、廃棄
物を出さない（廃棄物にしない）
ことが必要であり、ライフサイク
ル全般を視野に入れた取組みが重
要です。
　山口ゼロエミッションでは、可
能な限り資源の投入や排出段階で
の発生・排出抑制（リデユース、
リユース）を侭進し、排出された
廃棄物については、安全性や経済
的効率を考慮しながら再資源化（リ
サイクル）や適正処分を行うこと
で、大量生産・大量消費・大量廃
棄の社会構造を循環型、環境調和
型へと転換していく′ことを目指し
ます。

やまぐち未来デザイン２１：平成１０年２月

実現性が高く、相当の
環境負荷低減の効果が
期待されるフロジェクト

行動促進計画

計画の目標・効果

計画の位置づけ

やまぐち環境創造プラン（環境基本計画）：平成１０年３月

廃棄物処理に係る計画
エネルギー等
の環境負荷に
係る計画

産業振興に係
る計画

地域振興に係
る計画

山口ゼロエミッションプラン：平成１３年３月

やまぐちエコタウン基本構想：平成１３年３月

資源・廃棄物等に係る
環境負荷の低減

環境保全に係る
環境負荷の低減

産業振興 地域振興

大量消費

大量生産 大量破棄

資源循環の促進

排出の
最小化

投入の
削減

適性処分

リサイクル

リデュース

リユース

（リデュース、リユース、リサイクル）・適正処分の推進



山口ゼロエミッションプロジェクト一覧

１、品目別ゼロエミッション

１� 容器包装� 容器包装廃棄物の分別収集め拡大

� 廃　棄　物� 資源デポの拡充

                � ガラスびんの建設資材リサイクル

                � その他紙製容器包装の再生紙化

２� 有　機　性� 一般家庭の生ごみの減量・リサイクル

� 廃　棄　物� 飲食店等の生ごみの減量・リサイクル

� � 廃食用油の回収リサイクル

� � 食品残さの高付加価値利用

� � 食品残さの飼・飴粗化

� � 勢定枝のたい肥化

� � 家畜排せつ物のたい肥化

� � 有機性廃棄物のセメント原燃料化

� � 有機性廃棄物のガス化

� � 有機性廃棄物のメタン発酵

� � 有機性廃棄物の生分解性プラスチック化

３� 廃プラス� 廃プラスチックのガス化による化学工業原料化リサイクル

� チック� 廃プラスチックのセメント原燃料化リサイクル

� � ペットボトルを主とするポリエステル製品の原料化リサイウル

� � 廃プラスチックのマテリアルリサイクル

� � 農業用廃フラスチックのリサイクル

� � ＦＲＰのリサイクル

４� 焼却灰� ごみ焼却灰のセメント原料化リサイクル

� � 石炭灰の海砂代替利用

５� 建設� 住宅リサイクルの推進

� 廃棄物� 建設木＜ずのリサイクル

� � アスファルト・コンクリート塊のリサイクル

 � � その他建設廃棄物の分別・リサイクル

６� 製品系� 廃棄家電製品（4品目）の収集・処理システム

� 廃棄物� 二次電池のリサイクル

� � 廃自動車のリサイクル

� � その他家電・OA製品等のリサイクル

２、地域・産業別ゼロエミッション

７� 農山漁村� 循環型農林業の促進

� � 農産物の出荷容器循環流通システム

� � 森林バイオマス資源の活用システムの構築

� � 廃棄物を利用した環境保全型漁業

８� 工業地域� 化学物質の自主管理活動の推進

� � ゼロ工ミッション型工業歴地（リサイクル型）

� � ゼロ工ミッション型工業回地（連携・共同処理型）

� � コンビナートのゼロ工ミッション

� � lS014001の推進

９� 商業地域� エコショップの普及拡大

� � エコ商店街

� � エコマネ－の普及拡大

� � 市場のゼロ工ミッション

１０�居住地域� 環境に配慮した住宅地の整備

� � 環境共生住宅の建設

１１�観光地� ゼロ工ミッション型博監会の開催

� � 観光地のゼロ工ミッション

� � エコアイランド

中項目 プロジェクト名
プロジェクトの特徴

リデュース 適性処分リユース リサイクル
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やまぐちエコタウン基本構想の概要

「山口ゼロエミッションプラン」に揚げるプロジェクトのうち、熟度が高く、確実な実施が見込まれ、かつ相当

の環境負担低減の効果が期待される先駆的・独創的なプロジェクトを提示

公害防止計画地域を中心に、県内全域を対象として、先駆的な環境調和型まちづくりのプロジェクトを確実に実

施するための実行計画の基となる基本構想

趣　旨

位置づけ

計画期間

主要なプロジェクト

平成１３～１５年度（３年後見直し）

　　　　　　ハード事業

・ごみ焼却灰セメント原料化施設

・プラスチックごみ資源化施設

・ペットボトルを主とするポリエステル製

　品の原料リサイクル施設

　　　　　　ソフト事業

・環境ビジネスシンポジウム

・やまぐちゼロエミッションサロン

・ペやまぐちエコ・テクノスクール

・ペやまぐちゼロエミッションネットワーク

凡例◆：短期重点　◇：中長期重点　無印：その他

　　★：エコタウンハード事業　☆：ソフト事業

３、ゼロエミッションの取組支援

１２�環境学習� 環境学習の推進

� � エコキャンパス

                � 県民のゼロエミッション活動の支援

１３普及啓発� リサイクル製品認定普及制度

� � 自治体エコオフィスの推進

� � 環境情報システム

� � グリーン調達の推進

� � 環境家計簿の推進

� � もったいないネット

１４�適正処理� 廃棄物処理センターの設置

� � 不法投棄等連絡協議会の設置

� � 有害物質の適正処理

１５�ゼロエミション� 山口ゼロエミッションネットワーク

� ネットワーク� 環境ビジネス協議会

� � 効率的な運搬（搬送及び回収）システム開発
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中項目 プロジェクト名
プロジェクトの特徴
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県は、県民、企業、大学・研究機関、市町村と連携・協力しながら、既存の設備等を活用した新たな原料リサイク

ルシステム等を構築し、ゼロエミッションを推進する「やまぐちエコタウンモデル」を創設します。

やまぐちエコタウンモデル

県　民 市町村

事業者
大学・
研究機関

協力・連携

山口県

既存の基礎素材型
産業の連携

石油・化学
セメント

鉄　鋼

繊　維

その他

本県の特色である基礎素材型産業等を
　核としたゼロエミッションの推進

本県の地域特性を活かした
ゼロエミッション型の

地域づくり

県内の関係主体の協力
および

近隣中核都市との連携

３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）・適正処分の推進

山口ゼロエミッションの基本方針（山口方式）

山口ゼロエミッションの推進



環境の世紀に対応した山口ゼロエミッションの連携について

山
　
口
　
県
　
・
　
市
　
町
　
村

普 及 啓 発

情 報 提 供

育 成 ・ 支 援

プロジェクト

の 提 起

県
　
　
民

環
境
産
業

○環境学習（講習会・出前講座等）○環境情報提供

○ゼロエミッションサロン　○リサイクル製品の開発
○エコ・テクノスクール　　○県による認定普及制度

学

産 官

交流・研修

の場

山口県の
リサイクル製品

発
生
制
御

リ
デ
ュ
ー
ス

製
品
等
の
再
利
用

リ
ユ
ー
ス

廃
棄
物
の
再
利
用

リ
サ
イ
ク
ル
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メ
ン
ト

ア
ン
モ
ニ
ア

ポ
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ス
テ
ル
原
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や
ま
ぐ
ち
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山
口
県
の
地
域
・
産
業
特
性
を
活
か
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成

ゼロエミッション型の地域づくり

山口ゼロエミ

ッションプラン

の策定（Ｈ１２）

６４プロジェクト

○施策展開による取組支援

○新たなリサイクルシステム

　構築のための実証試験等

先駆的なプロジェクトの早期実現

広域的なリサイクルシステム （焼却灰、廃プラスチック、ペットボトル等）

■ごみ焼却灰のセメント原料化

■廃プラスチックの化学工業原料化
■廃プラスチックの

　石炭代替燃料化

企　業市町村

住　民

可燃ごみ

焼却施設 貯留施設

灰
原料化施設

セメント工場

水素ガス

化学分解

ガス化プラント

リサイクル工場

化学プラント

化学プラント

（ガス化）

廃
プ
ラ

Ｐ
Ｅ
Ｔ

脱ＤＸＮ
／水洗

分別排出
・減量化 廃プラス

チック

ペット
ボトル

リサイクル
センター等

生ごみ等
有機性廃棄物

事業化
検　討

平成１３年度
山口きらら博を活用した実証試験

ECOTECH

焼却灰



ごみ焼却灰から普通セメントができるまで
住民　分別排出・減量化

市町村
ごみ収集

ごみ焼却場

リサイクル

焼却灰

運搬

金　属

選　別　粉　砕

セメントキルン

普通セメント

水洗／塩分除去
　処理灰
粘土の代替材として
活用します

ダイオキシン分解

運搬

ばいじん

可燃ごみ

粉砕機 脱ダイオキシン炉

ろ過脱水機

処理灰槽
ばいじんの中の

ダイオキシンを

分解します。

再資源化され安

全な普通セメン

トに生まれ変わ

ります。

セメント原料と

して好ましくな

い塩分等を水洗

除去します。

★今まで埋め立て
　られたいた焼却
　灰等（５万ｔ／
　年）が普通セメ
　ントに生まれか
　わり埋め立てが
　ゼロになります。

仮焼炉

キルン クーラー

★１８００℃以上

　の高温処理（燃

　成）

原
料
化
・
セ
メ
ン
ト
工
場

　　　　　　　　【お問い合わせ先】

山 口 県 環 境 生 活 部
廃棄物・リサイクル対策課
〒７５３-８５０１　山口市滝町１番１号

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３ -９ ３ ３ -２ ９ ９ ２

Ｆ Ａ Ｘ ０ ８ ３ -９ ３ ３ -２ ９ ９ ９

Ｅ-ｍａｉｌ／ａ１５７００＠ｐｒｅｆ．ｙａｍａｇｕｃｈｉ．ｊｐ


